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論文内容の要旨
本論文は，核酸塩基誘導体をシリカゲルに固定化し 高速液体クロマトグラフィーに応用することによ
り，核酸成分および核酸モデル化合物の選択的分離を目的としたもので，その内容は緒言と本文および結
語からなっている。
第 1 章では，核酸塩基としてチミンあるいはアデニンを有するポリー L- リジン誘導体をシリカゲルに
固定化した樹脂の合成と，核酸オリゴマーモデルの分離について述べている。合成した樹脂は，高速液体
クロマトグラフィーに応用可能で，樹脂に固定化した塩基を有する核酸オリゴマーを選択的~(J またオリ
ゴマーの重合度の違いにより分離できる乙とを明らかにしている。
第 2 章では，核酸塩基誘導体を固定化した樹脂の合成と， ヌクレオシドの選択的分離について述べてい
るロチミン，ウラシル，シトシン，アデニン，ク。アニン， ヒポキサンチンを固定化した樹脂は，それぞれ
の塩基の相補的塩基を有するヌクレオシドを選択的に分離できることを明らかにしている o
第 3 章では，前章で合成した樹脂を用いて，オリゴヌクレオチドの分離について検討し，とくにジヌクレ
オチド，テトラデオキシヌクレオチド等の選択的分離が有効に行い得る乙とを示している。
第 4 章では，チミンあるいはアデニンを固定化した樹脂を用いて，核酸オリゴマーモデル内のスペーサ
の影響について検討している。すなわちそれらスペーサーの分離挙動に及ぼす効果から，高速液体クロマ
トグラフィーにより核酸アナログ間相互作用の評価ができることを示唆している。
第 5 章では，スペーサーにホモセリンを導入した樹脂の合成と，そのスペーサーの選択的分離に及ぼす
影響について述べている。シリカゲル担体と核酸塩基との聞に水酸基を有するスペーサーを導入する乙と
により核酸関連物質の選択的分離に影響を及ぼす疎水性相互作用が抑制できる乙とを明らかにしている。
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結語は，本論文の総括で以上の結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は種々の核酸塩基誘導体を樹脂材料などに固定化し，高速液体クロマトグラフィーに応用して，
その塩基間特異的相互作用による，核酸成分などの選択分離を目的としたものである。即ち，チミンおよ
びアデニンを含む構造のポリー L- リジン誘導体をシリカゲ、ルに固定化し それを用いて核酸オリゴマー
モデ〉レ化合物を有効に分離し得る乙とを見い出しているo またこの種の樹脂を用いる乙とにより，各種ヌ
クレクシドおよびヌクレオチドの選択的な分離にも成功を収めているu
さらに核酸塩基を固定化した樹脂を用い，核酸オリゴマーモデ、ル内のスペーサーの影響を検討し，スペ
ーサーの分離性質から，核酸モデル化合物聞の相互作用を求める方法を提示している。乙の様なスペーサ
ーに水酸基を導入すると核酸およびその関連物質の選択的な分離に影響を与える疎水性相互作用を抑制で
きることなど，数々の基礎的知見を得ている。
以上の結果は，核酸関連物質の高速液体クロマトグラフィー技術並びに応用に関して，数々の新しい重
要な知見を与えるものであり，学術的にも工業的にも寄与すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
-449 一
